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東北地方整備局管内 河川概要（河川延長）

河 川 名
幹川流路
延長(km)

流域面積
(km2)

直轄管理区間
支川含む(km)

阿武隈川 239 5,400 183.7

名 取 川 55 939 18.9

鳴 瀬 川 89 1,130 82.4

北 上 川 249 10,150 336.5

馬 淵 川 142 2,050 10.0

高 瀬 川 64 867 40.1

岩 木 川 102 2,540 80.6

米 代 川 136 4,100 75.6

雄 物 川 133 4,710 146.4

子 吉 川 61 1,190 26.4

最 上 川 229 7,040 280.7

赤 川 70 857 37.5

（合計） 1,569 40,973 1,318.8
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東北地方整備局管内 河川概要（堤防延長等）

※ 河川管理施設：堰､閘門､水門､樋門･樋管､排水機場､陸閘
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河 川 名
堤防必要
延長(km)

完成堤
延長(km)

整備率
(%)

H27.3末

除草面積
(千m2)
H28.3末

河川管理
施設数
H28.3末

阿武隈川 227.6 143.1 62.9% 4,701.5 264

名 取 川 36.1 31.9 88.4% 689.7 23

鳴 瀬 川 147.9 90.2 61.0% 5,612.0 64

北 上 川 465.2 233.8 50.3% 10,874.9 275

馬 淵 川 18.3 15.7 85.8% 320.5 21

高 瀬 川 10.7 8.9 83.2% 283.0 13

岩 木 川 151.9 83.5 55.0% 2,630.5 59

米 代 川 102.1 67.9 66.5% 2,641.0 106

雄 物 川 241.1 134.3 55.7% 4,703.0 185

子 吉 川 41.1 27.2 66.2% 647.3 47

最 上 川 325.1 284.0 87.4% 7,414.0 371

赤 川 61.3 55.0 89.7% 1,084.4 35

（ 合 計 ） 1,828.4 1,175.5 64.3% 41,601.8 1,463



東北地方の河川管理の一年（日常管理の一事例） 4



○ 河道、河川敷、堤防、及びその他の河川管理施設がその本来の機能を発揮できるように、状態を的確に把握

○ その状態を評価し、評価に応じた改善を実施

→「治水」「利水」「環境」のそれぞれに必要な水準を持続させる

管理項目 目 標 目標達成のための手段 留意事項

管
理
区
間
全
体

河川管理施設 堤 防 洪水を安全に流下させるために必要となる堤防
の断面や浸食・浸透に対する強度、法面の植生
などの維持・持続に努める。

・堤防除草・河川巡視
・堤防点検・のり面補修

・被災履歴箇所
・堤防詳細点検安全率を

満たしていない区間
樋門・樋管
排水機場 等

洪水時に施設が正常に機能するために必要とな
る施設やゲート設備等の強度や機能の維持・持
続に努める。

・水閘門操作員による点検
・詳細点検・調査
・樋門補修

・完成から50年を経過し
た施設

河 道 護 岸 洪水時の流水の作用に対して、護岸の損壊によ
る河岸崩壊や堤防決壊を招かないよう、護岸の
必要な強度や基礎部の根入れの維持・持続に努
める。

・河川巡視・河岸点検
・詳細調査・護岸修繕

・被災履歴箇所
・水衝部

河 道 洪水を安全に流下させるために必要な流下断面
の維持・持続に努める。

・河道巡視
・河川横断測量
・航空写真測量
・詳細調査・河道掘削等

・被災履歴箇所

樹 木 洪水を安全に流下させるために必要な流下断面
の維持・持続に努める。

・樹木調査・航空写真
・河川区域測量
・伐 採

・伐採処理

自然環境 流域の自然的、社会的状況を踏まえたうえで、
河川環境の保全を適切に行う。

・河川水辺の国勢調査
・水質調査

・震災により変化した河
口周辺等

河川空間・利用 適正な河川の利用と安全が確保されるように努
める。

・河川巡視
・安全利用の合同点検
・洪水予報連絡会
・水質汚濁協議会

・不法工作物
・ゴミ投棄

水文観測施設 観測対象の事象（雨量、河川水位等）を適正か
つ確実に捉えられるように維持・持続に努める。

・施設点検 ・基準高確認

河川の維持管理目標
維持管理を適切に行うため、河川毎に「維持管理計画（維持管理の目標、実施内容等）」を定めています
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堤防除草

河川の巡視
水門、樋門の修繕

護岸の修繕

堤防の維持管理

定期縦横断測量

施設の点検

塵芥処理樹木の伐採

（例）塗装劣化堤防法面の裸地化

堆積土砂の撤去

補修後（扉体ｽﾃﾝﾚｽ化）

堤防法面の裸地化

河川の調査

樋門･樋管の維持管理

護岸の維持管理 河道の維持管理 河川空間の管理

河川の維持管理の主な内容 6



○ 河川の状態把握のための基礎データとして、「水文・水理等の観測」「河川縦横断測量」等を実施

○ また、河川環境を整備･保全していくため、「魚類等の環境調査」を行い、自然環境の状態を把握

種別 実施項目 実施箇所 実施頻度･条件 備考

測量 縦横断測量 管理区間 5年に1回程度 概ね５年で１サイクル

平面測量 管理区間 5年に1回程度 必要に応じて

斜め写真撮影 管理区間 毎年

空中写真撮影 管理区間 洪水前･後

河道状況調査 河床材料調査 管理区間 5年に1回

洪水痕跡調査 管理区間 洪水後

水文･水理等観測 水位観測 水位観測所 常時

雨量観測 雨量観測所 常時

流量観測（低水） 流量観測所 月2回

流量観測（高水） 流量観測所 洪水時

水質観測 水質観測所 年○回 月一回程度

自然環境の状態把
握

魚類調査 管理区間 5年に1回

底生生物調査 管理区間 5年に1回

植物調査 管理区間 10年に1回

鳥類調査 管理区間 10年に1回

両生類･爬虫類･哺乳類調査 管理区間 10年に1回

陸上昆虫類等調査 管理区間 10年に1回

河川環境基図作成 管理区間 5年に1回

河川の基礎データの収集 7



○ 堤防等の河川管理施設の異常、河川区域内における不法行為の発見、

河川空間の適正利用や河川の自然環境に関する情報収集など河川の

状態把握を行います。

内容 件数 備考

不法投棄

不法占用

堤防の損傷

・・・

・・・

・・・

種 別 実施項目 実施箇所
実施頻度･

条件
備考

河川の
状態把握

河川巡視（平常時） 管理区間 週2回 巡視区域内を車両
により巡視

河川巡視（出水時） 管理区間 出水時

目的別巡視（一般） 管理区間 年1回 堤防や樋管等、対
象を特定し、対象
に応じて徒歩又は
船舶を用いて巡視

目的別巡視（専門） 管理区間 年1回

河川巡視の実施状況

※内容、件数等は、データベース化

河川敷への不法投棄

河川敷での不法耕作

河川巡視 8



植生により堤防の変状や漏水等が見えない 堤防の異常の有無が容易に確認できる

【堤防除草後】【堤防除草前】

大型遠隔式除草機械

肩掛け式除草機械

堤防等点検のための堤防除草

① 危険箇所の早期発見による安全確保
○ 堤防の安全確認を行うため、年２回実施。
○ 除草後、堤防法面のクラックの有無や陥没、法崩れ等の異常を確認
○ 東北地方では、梅雨入り前の５月～６月頃と台風期前の８～９月頃の２回

② 堤防機能の維持
○ 芝の植生維持：芝の根茎による耐侵食（法面強度）
○ 有機物堆積による弱体化の抑制（放置すると堆肥化）

③ 環境保全等
○ 河川利用にあたっての安全を確保
○ 防犯（犯罪抑制）、ゴミ等の捨てにくい環境の形成
○ 害虫の抑制

＜堤防除草の目的と効果＞

８月はカメムシ対策で
除草できない地域有り
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○ 河川巡視とは別に河川管理施設の点検（詳細な状態把握）を行い、必要な対策（補修）を実施

○ 許可工作物（橋梁や農業施設等）は、施設管理者立ち会いのもと点検を実施

→ 不具合箇所については改善するよう指示

○ 河川を安全に利用して頂くため、「安全利用点検」等も実施
→ ゴールデンウィーク前、夏休み前の年2回実施

堤防点検の実施状況 安全利用点検の実施状況

種 別 実 施 項 目 実 施 箇 所 実施頻度･条件 備 考

河川管理施設の
状態把握

堤防等点検 管理区間 出水期前、台風期、出水後

河川構造物点検 全施設 月1回、ゲート設備は年1回

電気通信施設点検(監視カメラ等） 管理区間 年1回

許可工作物点検 管理区間 出水期前 管理者立ち会い

河川空間の状態
把握

安全利用点検 河川利用の多い公園等 年2回

川の通信簿 河川利用の多い公園等 年1回

許可工作物点検の実施状況

堤防等の点検 10



（１）関係機関との連携強化

 洪水期に備え、関係機関との連絡体制の強化と情報共有の体制確保を目的に、河川管理者、気象
台、自治体、消防、警察、マスコミ等で組織する「洪水予報･水防･災害情報連絡会」を毎年開

 市町村等の水防管理団体が、洪水時に的確な水防活動が実施できるよう「重要水防箇所の合同巡
視」や「水防技術講習会」を関係自治体と協働して実施

（２）洪水発生時における危機能力の向上

 洪水の発生に備え、洪水情報等の伝達や災害発生時の対応に関する演習を実施

洪水予報･水防･災害情報連絡会 重要水防箇所合同巡視

実施項目 実施箇所等 実施頻度･条件 備考

洪水予報･水防･災害情報連絡会 水系毎に実施 毎年度当初及び必要の都度 毎年、4月中～下旬

洪水対応演習 本局・各事務所 年1回（5月） 毎年、5月中旬

重要水防箇所合同巡視（水防団等） 管理区間内 年1回（洪水期前） 毎年、５～6月

水防技術講習会※ 管理区間内 年1回（洪水期前） 適宜

洪水対応演習

水防に関する取り組み 11



（２）災害対策車両の運用

 大雨に伴う浸水被害に迅速に対応するため、各事務所に排水ポンプ車等を配備・運用

 出動時において、確実な運転を行うため操作訓練を実施

排水ポンプ車

配備機械 規格等

排水ポンプ車 30m3／min 水中モーター式

排水ポンプ車 60m3／min 水中モーター式

照明車 20kVAブーム

（１）洪水対応タイムライン（防災行動計画）に関する取り組み

 台風の接近・上陸に伴う洪水を対象に、沿川市町村の避難勧告の発令等に着目した「行動計画」
を直轄全河川において市町村毎に作成

→ 策定にあたっては、「地域防災計画」と密接に関係する事から、自治体と連携して作成

照明車

排水ポンプ車の操作訓練状況

防災に関する取り組み 12
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参考 危険水位について（経緯）参考

平成17年5月18日付け

「危険水位の設定要領について（通知）」
危険水位の設定・運用開始
平成24年7月九州北部豪雨による矢部川の決壊等
平成25年6月災害対策基本法改正
→ 市町村長が避難勧告の判断に助言を求める
→ 屋内での待避等、避難に要する時間の短縮

平成26年4月8日付け

「洪水時における情報提供の充実について」
１．危険箇所等の提供
２．浸透・侵食に関する監視の強化等
３．はん濫危険水位等の位置付け等の見直し
４．実施の時期

平成26年4月8日付け

「危険水位等の設定要領の改定について」
※ 危険水位の見直し

平成26年6月16日付け

「漏水等に関する監視の強化について（解説）」

平成27年2月24日付け

「浸透・侵食に関する監視強化について」
河川管理者のための浸透・侵食に関する重点監視
の手引き（案）
～現認のポイントから避難勧告発令等の判断まで～

平成27年度より実施

河川の危険水位の考え方がH27年度から変わりました

14



参考 危険水位の考え方（変更点）参考

これまで H27年度から
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○ 水質事故発生時は、緊急かつ適切な対策が重要

○ 水質事故の発生に備え、関係機関との連携強化を図るため、水系毎に「水質汚濁対策連絡協議会
（国土交通省、県環境部局、関係市町村、消防、利水者等）」を設置

○ 事故発生時の初動対応や対策を円滑に行うため、「水質事故通報演習」や油流出のリスクが高ま
る冬場を前に「水質事故対策訓練」を実施

水質汚濁対策連絡協議会

実施項目 実施頻度･条件 実施年月日 実施箇所等

水質汚濁対策連絡協議会 年3回程度（委員会･幹事会･担当者会議） 適宜 水系毎

水質事故対策訓練 年1回程度 適宜 河川

水質事故対策訓練の状況

水質事故対応

東北地方は、暖房等が必要になる「冬期に油流出事故が急増」

16



東北地方整備局における河川管理の課題

○東北地整管内の堤防整備率（暫定堤防以上）

・暫定堤防(HWL)以上：地整全体で約83％

○堤防整備により、河道管理の重要性が増大

○はんらん危険水位を超過する洪水の多発

・H23.9洪水：阿武隈川上流、鳴瀬川(吉田川)

・H24.5洪水：名取川、鳴瀬川、北上川下流

・H25.7洪水：最上川、子吉川、雄物川

・H25.8洪水：米代川、北上川

・H25.9洪水：岩木川（HWL超過）

洪水時の河道への負荷が増大

○設置後５０年を越える施設：全体の約４割

・特に、戦前に数多く設置されている

「樋門・樋管」の老朽化が進行

○設置年次の古い施設から、「健全度調査」

に着手（H24～H25）

・部材劣化の進行により機能低下が懸念

される施設が全体の約９割

河川管理施設の老朽化が進行

ＰＤＣＡサイクルによる計画的な管理の推進 ～「事後保全」から「予防保全」へ～

河川管理施設の長寿命化 適切な河道管理（整備河道の維持）

17



※気象庁雨量観測所（HP：気象統計情報）及び国交省雨量観測所
（水文・水質データベース）のデータを基に集計・整理。

黒字：H25年度、１時間最大雨量の既往最大を更新した観測所がある市町村

青字：H26年度、１時間最大雨量の既往最大を更新した観測所がある市町村

赤字：H27年度、１時間最大雨量の既往最大を更新した観測所がある市町村

：H25～27年度で2回以上、1時間最大雨量の既往最大を更新した観測所がある市町村

H25年度～H27年度に1時
間最大雨量の既往最大を
更新した市町村

・近年（H25年度、H26年度、H27年度）既往最大の1時
間最大雨量を６０市町村（509観測所のうち92箇所)で
更新。

県 名 １時間最大雨量の既往最大を更新した観測所がある市町村

青森県 五所川原市、野辺地町、鰺ヶ沢町、弘前市、大鰐町、黒石市

岩手県
盛岡市、花巻市、二戸市、八幡平市、雫石町、紫波町、宮古市、山田町、大槌
町、遠野市、釜石市、住田町、陸前高田市、一関市、西和賀町

宮城県
栗原市、石巻市、加美町、東松島市、女川町、仙台市、岩沼市、川崎町、柴田
町、七ヶ宿町、蔵王町、丸森町、気仙沼市、大衡村

秋田県 北秋田市、鹿角市、大館市、仙北市、秋田市、東成瀬村

山形県
鶴岡市、真室川町、庄内町、西川町、長井市、東根市、上山市、飯豊町、村山
市、最上町

福島県
伊達市、南相馬市、田村市、猪苗代町、郡山市、いわき市、石川町、古殿町、
広野町、新地町

都道府県境

凡 例

H27年度、１時間最大雨量
の既往最大を更新した観
測所がある市町村

雨量観測所無し

H25年度、１時間最大雨量
の既往最大を更新した観
測所がある市町村

H26年度、１時間最大雨量
の既往最大を更新した観
測所がある市町村

H25～27年度で2回以上、
１時間最大雨量の既往最
大を更新した観測所があ
る市町村

福島市

国見町

桑折町

伊達市

川俣町
飯舘村

南相馬市

双葉町

大熊町

富岡町
川内村

楢葉町

広野町

いわき市

小野町

平田村

古殿町

石川町

須賀川市
天栄村下郷町

昭和村只見町

桧枝岐村

南会津町
西郷村

鏡石町玉川村
矢吹町

白河市

棚倉町

浅川町

鮫川村

塙町

矢祭町

相馬市

新地町

二本松市
大玉村

本宮市
葛尾村

浪江町

田村市
郡山市

猪苗代町

北塩原村
喜多方市

磐梯町

村

会津坂下町

金山町

三島町

柳津町
会津美里町

会津若松市

西
会
津
村

三
春
町

遊佐町

真室川町

金山町

最上町新庄市

鮭川村

戸沢村

酒田市

鶴岡市
大蔵村

舟形町

尾花沢市大石田町

村山市

東根市

天童市

河北町西川町

大江町

朝日町

白鷹町
山形市

中山町

山辺町

上山市

南陽市

高畠町

長井市

小国町

飯豊町

川西町

米沢市

最上川

赤川

美里町

石巻市
女川町

東松島市

松島町

大郷町

涌谷町

登米市
南三陸町

気仙沼市

栗原市

大崎市

加美町

色麻町

大衡村

大和町

富谷町
利府町

塩竃市

七ヶ浜町
多賀城市仙台市

名取市
川崎町

蔵王町
村田町

岩沼市柴田町

大河原町
亘理町

山元町

角田市

丸森町

白石市
七ヶ宿町 阿武隈川

名取川

鳴瀬川
旧北上川

北上川

二戸市

一戸町

九戸村

軽米町
洋野町

久慈市

葛巻町

岩手町

八幡平市

雫石町

滝沢村

岩泉町

宮古市

盛岡市

矢巾町

紫波町

花巻市

西和賀町

北上市

遠野市

山田町

大槌町

釜石市

住田町

大船渡市

陸前高田市

奥州市

金ヶ崎町

一関市
平泉町

野田村

普代村

田野畑村

鹿角市

小坂町

北秋田市

男鹿市

大潟村

五城目町

八郎潟町

井川町潟上市

仙北市

秋田市

大仙市

由利本荘市

にかほ市

湯沢市

東
成
瀬
村

羽後町

横手市

美郷町

大館市

子吉川

雄物川

米代川

上
小
阿
仁
村

庄
内
町

寒
河
江
市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

東通村

大
間
町

佐
井
村

むつ市

風間浦村

岩木川

高瀬川

馬淵川

藤崎町

板柳町

五所川原市
つがる市

中泊町

鰺ヶ沢町

鶴田町

五所川原市

中泊町

外
ヶ
浜
町 今別町

外ヶ浜町

蓮田村

大鰐町

弘前市

西目屋村

深浦町

十和田市

新郷村

三戸町

田子町

五戸町

七戸町

六戸町 おいらせ町

三沢市

野辺地町

六ヶ所村

横浜町

平内町

東北町

青森市

黒石市

八戸市

階上町
南部町

平川市

山形県

青森県

岩手県

秋田県

宮城県

福島県

中
島
村

泉
崎
村

湯
川

三
川
町

田舎館村

東北地方における1時間最大雨量 既往最大更新状況 18



○ 東北管内の直轄管理樋門樋管 約１，２００施設（内、完成後５０年以上経過が現在４割）

→ １０年後には５割に老朽化が進行

○ 「事後対策型」から「予防保全型」の維持管理へと転換（施設の健全性を踏まえた管理）

→ 健全度評価による施設安全性の把握し、状態に応じた補修により長寿命化

○ 予防保全型維持管理の管理方法及び管理技術の確立を目指し、専門家等からなる「樋門・樋管等健

全度評価検討委員会」を平成２４年度に設立し検討中

0
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20
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30

35

40

45

50

1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

施
設

数

設置年

N=1,228施設

全施設平均40年
（昭和49年）

終
戦

設置後50年を経過した施設 約４割

10年後、設置後50年を経過する施設 約５割

20年後、設置後50年を経過する施設 約７割

老朽化が進む樋門樋管の状況 19



・「樋門の総点検」を実施し、施設状態を把握（全1,200施設をH25年度迄に実施）

・「健全度の劣る施設」の「健全度を回復（補修）」し、事後保全から『予防保全』へ

・ 以降、『予防保全』を継続することで、施設の長寿命化とコスト縮減を実現

樋門等の予防保全へ向けた取り組み 20

H24／H25：河川の総点検

Ｈ27～：定期点検（２巡目）

C,D評価：施設補修

健全度評価基準（案）

全施設の状態把握

A,B評価：経過観察

樋門・樋管DBへ情報を蓄積

継続した施設点検を実施

補
修
工
法
及
び
健
全
度
評
価
基
準
の
妥

当
性
等
を
評
価

鉄筋露出 錆汁

（補修費：数万単位/箇所）

（補修費：数十万円単位/箇所）

（補修費：数百万円以上/箇所）

予
防
保
全

事
後
保
全



・平成24～「河川の総点検」として１，２２８施設の点検を実施（H28.3末）

・健全度評価に応じて、補修施設を抽出し計画的に補修を実施（優先度を考慮した補修）

優先度の細分化（優先補修）

・ 健全度を樋門等の部位毎（門柱、周辺護岸、函体）に評価
・ C評価の内、劣化進行時に最も被害が甚大となる施設を優先的に補修

→ 堤体土砂の吸い出しや多量の湧水など、破堤等の重大な被害に結びつく函体の劣化を最優先

破堤寸前の
被害が発生!!

優先度を考慮した計画的な補修

樋門等の健全度評価に応じた補修（予防保全）

破堤等の重大災害
を事前に回避する

【東北における被害事例：許可工作物】 堤防川裏法肩陥没状況
水みちから湧水 継ぎ目から土砂流入

21

健全度Ｃ 健全度Ｄ

C1 C2 C3 C4

C：予防保全（補修）

D：更新

（低） 優先度 （高）

A評価
38
3%

B評価
50
4%

C1評価
135
11%

C2評価
177
15%

C3評価
639
52%

C4評価
189
15%

D評価
0

0%

全
国

東北
閾値 劣化の程度、状況

Ａ Ａ 変状、劣化がない

Ｂ Ｂ 軽微な変状、劣化

Ｃ Ｃ

Ｃ1 機能低下は生じていないが、予防保全として補
修すべき劣化、変状

Ｃ2 機能低下へと進行するおそれがあり、予防保全
として補修すべき劣化、変状

Ｃ3 機能低下が生じており、予防保全として速やか
に補修すべき劣化、変状

Ｃ4 今後、劣化や変状の進行により機能損失の恐
れがあり、速やかに補修又は対策すべき劣化、
変状

Ｄ Ｄ 機能が損失しており至急の対応が必要
C3～C4評価は全体の
67%（828施設）



■時間が経過すると・・・

・砂州の発達や樹林化などによる治水機能の急激な低下

・側方浸食や河床低下による堤防・護岸の変状被害が発生

■河道整備（河道掘削・築堤）により

・流下能力等が向上し洪水時の安定した流下が可能

■出水時には・・・

・急激な側方浸食や偏流、堰上げなどが発生

・堤防決壊や大規模な施設被害による甚大な災害の可能性

・樹木管理、河道整正などを実施し、洪水流の円滑な流下を確保

・東北地整では独自の取り組みとして、「河道特性情報集」を作成・活用

「河川（河道）の状態に応じた適切な管理に結びつけるため、
「河道の変化」について分析・評価を行い、必要な対策を実施

河道管理（河道分析による予防保全へ向けた取り組み）

■河道のメンテナンス（維持管理）が重要

22



【河道管理】

・河床低下、堆積
・河道の二極化（樹木繁茂、澪筋固定）
・河道の移動

H25出水で約１０ｍの急激な
側方浸食が発生

②①

河道管理（河道分析による予防保全へ向けた取り組み）23



砂州→植生繁茂→樹林化→河道変化 『砂州管理が重要』

■樹木管理の目的
［河積確保］目標流量の確保・維持（樹木伐採・再繁茂対策）

［河道安定］偏流発生による局所洗掘や堤防被害の防止（澪筋の安定）

［危機管理］出水時に監視カメラ等で危険箇所や合流点を監視可能な状態に維持（視認性の確保）

［河川環境］鳥類や植物などの希少種や景観への配慮

一年草が進入
（根が浅い）

事
後
保
全

【河道変化】

砂州発達

植生進入

澪筋変化

樹林化

河岸洗掘の発生

■河道の変化と樹林化の関係を整理し、樹木管理を適切なタイミングで実施

予
防
保
全

【植生及び砂州の変化】

多年草が進入（根が網の目状
に発達し流出しにくい）

堆積箇所に樹木が進入

築山状の堆積

交互砂州の形成・発達

砂州の延伸に伴う川幅の
縮小・固定化

澪筋の洗掘・側方侵食

水位の低下

冠水頻度の低下
砂州上の掃流力低下
植生の侵入（樹林化）

【河道変化のプロセス】

樹木伐採（河道掘削）

砂
州
発
達
の
抑
制
対
策

管理目標流量の維持に向けた樹木管理による予防保全 24



東北の直轄河川における河川管理上の主な課題（1）

河 川 名 テーマ 河川管理上の主な課題

岩 木 川
施設老朽化 ○ 全54施設のうち30年以上経過した施設が６割を超える

河道管理 ○ 澪筋変動による局所洗掘等の進行、樹木の再繁茂

馬 淵 川
施設老朽化 ○ 経年劣化による馬淵大堰（S55設置）施設の老朽化

河道管理 ○ 澪筋変動による局所洗掘等の進行、樹木の再繁茂

高 瀬 川
河口閉塞 ○ 河口閉塞による、浸水被害のリスク

河岸浸食 ○ 小川原湖特有の風浪（波浪）により著しい水際部の侵食

北 上 川 上 流
施設老朽化 ○ 全体183施設の内30年以上経過した施設が５割を超える

樹木管理 ○ 河道内樹木の繁茂による側方浸食や河川巡視の支障（不可視部）

阿 武 隈 川 下 流
名 取 川

施設老朽化 ○ 全体67施設のうち30年以上経過した施設が７割を超える

河道管理 ○ 樹木繁茂（堤外民地）、砂州発達による局所洗掘

名 取 川 河川環境保全 ○ 不法投棄や河川利用に伴うゴミによる河川環境が悪化（都市部）

北 上 川 下 流
鳴 瀬 川

震災による被災 ○ 東日本大震災による河川管理施設への潜在的ダメージ

施設老朽化 ○ 全体158施設のうち40年以上経過した施設が５割を超える

維持経費増 ○ 東日本大震災の復旧等に伴う維持経費の増（堤防整備）
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東北の直轄河川における河川管理上の主な課題（2）

河 川 名 テーマ 河川管理上の主な課題

雄 物 川 下 流
子 吉 川

施設老朽化 ○ 全体67施設のうち30年以上経過した施設が５割を超える

堤防植生管理 ○ 有害植生（イタドリ）による堤防の裸地化 等

雄 物 川 上 流 河道管理 ○ 二極化する河道への対応（中州の発生･樹林化及び河岸侵食）

米 代 川
樹木管理 ○ 河道の堆砂と樹木伐採箇所の再繁茂対策

施設老朽化 ○ 全体106施設のうち30年以上経過した施設が６割を超える

最 上 川 上 流
施設老朽化 ○ 全体212施設のうち、30年以上経過した施設が約７割

樹木管理 ○ 河道内樹木繁茂による維持管理上の支障が発生

最 上 川 中 流
施設老朽化 ○ 全体93施設のうち30年以上経過した施設が約７割

河道管理 ○ 砂州の発達による河岸侵食の発生

最 上 川 下 流
赤 川

施設老朽化 ○ 設置後50年を経過する施設が増

河道管理 ○ 樹木繁茂や河床堆積の進行による中州の発生や澪筋の固定化

最 上 川 下 流 堤防植生管理 ○ 有害植生による堤防の裸地化 等

阿 武 隈 川 上 流

河道管理 ○ 河道内樹木群による流下阻害及び低水路の二極化

急流河川 ○ 側方侵食による堤防破堤の危険性が懸念（支川荒川）

施設老朽化 ○ 樋門・樋管の老朽化が進行し、要補修施設が増加
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平成27年９月11日 関東・東北豪雨
（鳴瀬川･吉田川･江合川）
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